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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月8日(2017.6.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヘルメットまたは保護衣用の連結装置（６）であって、互いに対してスライド可能に配
置された前記ヘルメットまたは保護衣の第１部分（２）及び第２部分（３）を連結するよ
うに構成される連結装置（６）において、
　前記連結装置（６）が、全ての方向における前記第１部分（２）及び前記第２部分（３
）間の前記スライド運動を可能にするように構成され、該連結装置（６）が、
　前記第１部分（２）及び第２部分（３）の間においてスライド運動中にスプリング力及
び／または減衰力を作り出すデバイス（８）；及び、
所定の長さを有する非弾性の細長い連結部材（７）を含み、該連結部材（７）が一端にお
いてスプリング力及び／または減衰力を作り出す前記デバイス（８）に連結され、かつ他
端において前記第１部分（２）及び前記第２部分（３）のうちの一方に連結されるように
構成される、
前記連結装置（６）。
【請求項２】
　スライド促進器（４）が、前記第１または第２部分（２、３）における斜め衝突によっ
て引き起こされる力（Ｆ）に応答して前記第１及び第２部分（２、３）の間においてスラ
イド運動を促進するために、前記第１及び前記第２部分（２、３）の間に配置されること
を特徴とする、請求項１に記載の連結装置（６）。
【請求項３】
　前記連結部材（７）が、細長い硬質のピンであり、該ピンが、その第１端または第２端
（７ａ、７ｂ）において前記第１または前記第２部分（２、３）に連結され、並びに、そ
の第１端及び第２端（７ａ、７ｂ）において、またはその第１端及び第２端（７ａ、７ｂ
）の間において、スプリング力及び／または減衰力を作り出す前記デバイス（８）に連結
されることを特徴とする、請求項１または２に記載の連結装置（６）。
【請求項４】
　スプリング力及び／または減衰力を作り出す少なくとも１つの前記デバイス（８）が、
ねじりばね、板ばねまたはらせんばねであり、該ねじりばね、板ばねまたはらせんばねが
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、前記連結部材（７）と前記第１または第２部分（２、３）のうちのいずれかとに連結さ
れ、あるいは前記連結部材（７）と前記第１または第２部分（２、３）のうちのいずれか
とに抗して作用することを特徴とする、請求項３に記載の連結装置（６）。
【請求項５】
　少なくとも１つの前記連結部材（７）が、曲げることのできる細長い部材であり、該細
長い部材が、一端（７ａ、７ａ’、７ａ’’）において、スプリング力及び／または減衰
力を作り出す前記デバイス（８）に連結され、かつ、他端（７ｂ、７ｂ’、７ｂ’’）に
おいて前記第１または第２部分（２、３）のうちのいずれかに連結されたことを特徴とす
る、請求項１または２に記載の連結装置（６）。
【請求項６】
　前記第１及び第２部分の間における運動、任意の方向において起こり得る運動が、前記
第１及び第２部分の間における前記運動の前記方向にかかわらず、前記連結部材によって
１の所定の軸に沿った運動に変更されることを特徴とする、請求項５に記載の連結装置（
６）。
【請求項７】
　スプリング力及び／または減衰力を作り出す前記デバイス（８）が、ハウジング（８ｂ
）内に配置された移動可能または弾力性の隔壁（８ａ、８ａ’）であることを特徴とする
、請求項５または６に記載の連結装置（６）。
【請求項８】
　前記ハウジング（８ｂ）が、周囲から基本的に閉鎖され、圧縮性媒体（MP）を含むこと
を特徴とする、請求項７に記載の連結装置（６）。
【請求項９】
　前記ハウジング（８ｂ）は、周囲から基本的に閉鎖され、非圧縮性媒体（MP）を含むこ
とを特徴とする、請求項７に記載の連結装置（６）。
【請求項１０】
　前記隔壁（８ａ、８ａ’）が、減衰力を作り出す前記隔壁（８ａ、８ａ’）において、
媒体の漏出を許容するように配置されることを特徴とする、請求項８または９に記載の連
結装置（６）。
【請求項１１】
　少なくとも１つのばね（８ｃ）が、スプリング力を作り出す前記隔壁（８ａ、８ａ’）
に作用するように配置されることを特徴とする、請求項７～１０のいずれか１項に記載の
連結装置（６）。
【請求項１２】
　前記ばね（８ｃ）が、線形ばね、非線形ばねまたはプログレッシブスプリングであるこ
とを特徴とする、請求項１１に記載の連結装置（６）。
【請求項１３】
　前記ハウジング（８ｂ）が、前記隔壁（８ａ、８ａ’）の移動を制御するノッチ、スロ
ットまたは摩擦増大部材（８ｄ）を含む、請求項７～１２のいずれか１項に記載の連結装
置（６）。
【請求項１４】
　前記第１部分（２）が、着用者の頭部のより近くに配置される第１ヘルメット部分であ
り、前記第２部分（３）が、前記第１ヘルメット部分（２）の半径方向において外側に配
置される第２ヘルメット部分である、請求項１～１３のいずれか１項に記載の連結装置（
６）。
【請求項１５】
　ヘルメット（１）であって、該ヘルメット（１）が、 
　着用者の頭部のより近くに配置されるための第１ヘルメット部分（２）；
　前記第１ヘルメット部分（２）の半径方向において外側に配置された第２ヘルメット部
分（３）； 
　前記第１ヘルメット部分（２）及び前記第２ヘルメット部分（３）を連結する少なくと
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も１つの連結装置（６）を含み、 
　前記少なくとも１つの連結装置（６）が、前記第１ヘルメット部分（２）及び前記第２
ヘルメット部分（３）の間において全方向におけるスライド運動を可能にするように構成
され、該少なくとも１つの連結装置（６）が、
　前記第１ヘルメット部分（２）及び第２ヘルメット部分（３）の間においてスライド運
動中にスプリング力及び／または減衰力を作り出すデバイス（８）を含み、該デバイス（
８）が、前記第１ヘルメット部分（２）及び前記第２ヘルメット部分（３）のうちの一方
に連結され；かつ、
所定の長さを有する非弾性の細長い連結部材（７）を含み、該連結部材（７）が一端にお
いてスプリング力及び／または減衰力を作り出す前記デバイス（８）に連結され、かつ他
端において前記第１ヘルメット部分（２）及び前記第２ヘルメト部分（３）のうちの他方
に連結されるように構成される、
前記ヘルメット（１）。
【請求項１６】
　当該ヘルメット（１）における斜め衝突によって引き起こされた回転力に応答して前記
第１及び第２ヘルメット部分（２、３）の間のスライド運動を促進するために、スライド
促進器（４）が、前記第１及び前記第２ヘルメット部分（２、３）の間に配置されている
ことを特徴とする、請求項１５に記載のヘルメット（１）。
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